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新生児から小児おける大動脈弁疾患に対する治療成績～大動脈弁
置換術、 ROSS手術、 KONNO手術の選択～
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【背景】小児期の大動脈弁疾患における外科的治療では、体格も考慮にいれ大動脈弁置換術か ROSS手術を選択す
るが、その治療選択については施設間で意見が分かれる。【目的】小児期における大動脈弁置換術(AVR)、
ROSS手術、また KONNO法の併用の有無（ AVR-KONNO、 ROSS-KONNO）による中期的予後を検討する。【対
象】2004年1月から2014年12月までの10年間に、当院にて大動脈弁疾患に対して手術を行った10歳以下の症例
を対象とした。 ROSS手術を施行した19例(ROSS-KONNO：3例)、 AVRを施行した15例(AVR-KONNO：4例)を
対象とした。【結果】全症例の観察期間は0.3～10.0年(6.5±3.9年)。 ROSS群(1.4±3.1才：日齢12～9歳11か
月)では周術期合併症は7例に認め、そのうち3例は冠動脈狭窄(2例は月例6)で、2例は心筋保護が不十分であった
と思われる心筋障害を合併した(9歳及び10歳)。観察期間中の再介入は7例で要し、右室肺動脈人工導管の交換
4例、冠動脈バイパス術2例で、大動脈弁狭窄または閉鎖不全による再介入はなかった。心機能低下は冠動脈狭窄
や心筋障害の合併した症例のみで認め、死亡例はなかった。 AVR群(7.5±2.9才：日齢25～10歳10か月)では周術
期合併症は1例で冠動脈狭窄であった。観察期間中の再介入は5例で要し、再弁置換は2例であった。心機能低下を
有する症例はなく、死亡例もなかった。両群のうち KONNO法を併用した7例中2例で合併症を有し、1例は冠動脈
狭窄と左室流出路狭窄で複数回の介入を必要とし、1例は冠動脈狭窄であった。【結語】当院での大動脈弁疾患に
おける治療成績は、再介入率も低く抑えられていた。 ROSS手術群では合併症がやや多い傾向にあり、乳児では冠
動脈狭窄のリスク、年長児では心筋保護などのリスクも検討する必要がある。また、 KONNO法併用症例の中期予
後は悪くなく、小さい体格の場合でも KONNO手術が有用である可能性があると考えられた。


